
十和田制資源、対策事業調査

調査目的

前年度に引き続き、十和問湖におけるヒメマス資源、の生態学的変動を把握し、資源対策に資する。

H 調査内容

l 調査期間昭和-1H年¥fl ~ ¥ 9年 3月

2. 調査場所 十和田湖

:l. 調査員

次長頼 茂

卜和田湖ふ化場 松 田 毅

1. 調査項目

(1) 十和田湖の環境

(2) 西湖におけるヒメ Jスの回遊移動について

(:l) ヒメマスの生態調査

~!)親魚調査

(5) スジエビの分布調査

(6) ヒメマス漁獲量調査

5. 調査方法

(1) 水位水温 PH

ア 湖沼観測は常法によったο また水質については、公害センタ の資料を引用した。

イ ヒメマスの回遊および生態調査については、刺網によって供試魚を採捕した。

ウ スジエビの分布調査については、 ドシ fウ笠を設置して捕獲したc

園調査結果

l 十和田湖の環境

(1) 卜和問湖に流出入する河)111こついて

卜柏田湖へ流出入する河川|の数は第 l図のとおり 72を数えるが、そのうち流入する主な河川

は字樽部川、神田川、大)11岱)11の :1河川程度で、あとは殆んど名もなし、小沢であり、その流程は

短く、急勾配で湖へ注いでいるυ 然、し、これらの沢の水量は普段殆んど枯渇の状態で、偶々本年

調査した8月は千舷期にあた〉たためその半数にあたる :l，¥の沢は水枯れ状態であった。

湖水が流出する河川としては子の日から奥入瀬川と青梅にある発電所用取水口の 2ケ所である

が、後者からは融雪期又は出水期には逆に周囲の河川水を集水して湖内へ流入してL、る。

なおこれらの河川のうち 35河川については塩素等の調査が 19 6 7年8月行われている υ

(2) 水位と水温

A 水位

第 2図に最近 3ヶ年の青梅取水口における各月末水位を示したが、最高水位は 5月で最低Lt

8月である。その水位差は 0.08 ~ 1.3 mの間で特にヒメマス産卵期である 9~ 1 1月にかけ

ての水位の変動は小さく昭和46年は安定した年といえよう〉

水位は降雨量又は降雪量と関係があるが、年間の状況は下記の通りである。

年度降雨量降雪量
昭 1 6 1. ，1 9 6 mm R. 0 7 m 
昭.¥ 7 1， 7 6 2 mm 5. :i :5 m 
昭-1 H 1. 5 :; 0 mm 7. 0 1 m 
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第2図 年別月別水位(青梅)

乙 3 4 5 6 7 8 9 1011 12月
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昭 16」
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第 l表 旬別平均水温(ふ化場前)

'l 月 1 0 月 1 1 月

上 中 下 上 中 下 上 中 下

L しC t L に L t 

20. :1 lり418.9 1 i. 1 15.9 ¥<1.2 11. 9 9.0 5. 8 

り日)(5日)(冴，) (7日)(5日)(万3)(担)(羽)(咽)

、ーーーー・ーーー、.-ーーーーー'

(210)195 u云())15. i (8 9)8.9 

B 水温

昭和 17年 5、(i、リ、 12}jの月平均水温は 16、 1 l)両年のそれに比べて第 3図に示す

ように高温に経過していることが特徴で、特にこれらの月には植物ブラ/クトン(緑藻類一

十和田湖ではカサケと称している)の異常な発生がみられ、網の討を塞ぐ程の附着状態で、漁

獲に君、影響を及ほし、中でも I2 Jjは皆無であ〉た

(:1 )水質

十和田湖における最近 1ヶ年の水質につし、て悶湖中央、休屋市j、及び最も汚染されていないと

思われる中湖乃夫々につ~、て場所別、年別に比較すると第2表のとおりであり、湖沼の水質基準

からみると、 1地点とも PHC 7以上 )CODC2.5ppm以下)については問題はないが、

s s ( 1. I P P m以下)については 3地点とも時期的に基準を十 ハ する値を示すことがある L

特に休屋、西湖地区においては基準の 2.，1 -3倍の値を示している二年度別にみて一応これらの

基準を満たしている年は昭和 I7年だけであるO

なお丙湖中央部における観測j値を第 3表に示したが、前年と差して大きな変化は認められない

唯水温が前年に比べて各層とも高日に経過しているし
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第 1 岡 年男Ij}]別平均水温(青撫)

℃ 
2:) 

年間平均
水 温

←__.， S 16 9. 1 'c 

~S-1 7 10. :o 
15 ~ 
d--ー込 S48 10.0 
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第 2表 年別水域別観測値(公害センター調べ)

年度 場所 P H( P PM) D O( P P M) C 0 D(P P附 S S (PPM) BOD 備考

昭 休屋 7. 1 ~ 8.0 8..1 ~ 10.1 O. 8 ~ 1.2 O. 4 ~ 0.5 

四 西湖 7. 7 ~ 8. 1 7. 9 ~ 10.7 O. 6 ~ 1. 0 O. 6 ~ 3. 4 

ノ、 中湖 7. 9 ~ 8.1 8. 0 ~ 10. 0 O. 2 ~ 1. 1 O. 4 ~ 2.0 

昭 休屋 7. 6 ~ 8.0 8. 2 ~ 10. 8 O. 8 ~ 2.0 O. 2 ~ 1. 0 

四 西湖 7. 6 ~ 8.0 8. 2 ~ 10.6 O. 6 ~ 1. 2 O. 2 ~ 1. 0 

七 中 j甥 7. 6 ~ 8.0 7. 7 ~ 10. 3 O. 5 ~ 1. 0 O. 2 ~ 1. 4 

昭 休屋 7. 8 ~ 8. 1 7. 8 ~ 12.7 O. 4 ~ 1. 6 O. 1 ~ 3.4 O. 2 ~ 3.4 

四 西湖 7. 8 ~ 8.1 7. 8 ~ 12.5 O. 4 ~ 1. 3 O. 1 ~ 3.8 0.01~3.2 

八 中湖 7. 8 ~ 8.1 7. 7 ~ 12.-1 O. -1 ~ 1. 0 O. 1 ~ 1. 4 O. 1 ~ 2. 0 

第 3表 酋湖中央部における観測値

w . T P . H D ・ 0
奇日!支観測月日 時 刻 天候

10 20 40 底Oml0 20 40 4810 10 20 40 48 。
18. 6. 7 11 : 30 E l:l.911.1 8.6 9.S 5.8 7. 6 7. 6 7. 6 7. 6 7. 5 11.0 11.8 11.712.0 10.7 II m 

48.6.11 1 4 : 00 C 14.711..] S.S 9.8 6.0 7. 6 7. 6 7. 7 7. 6 7. 4 0.3 12.0 11.812.0 11.1 1 (J 

.18. 7. B 10 : () () b c 20.115.5 14.4 7.8 7. 6 7. 8 7. 5 7. 5 12.7 1?..6 12.8 14.2 ~I 15.5 

18. i. 27 14 : () 0 b c 21.521.8 1801 lti.~ IUi 7. fi 7. fi 7. 5 7. ¥) 7. 6 J(H 10.7 IJ.:l 12.6 11.H 

18.8. 11 1 1 : () 0 bc 22.9 19..J 11.r; 1:).11 1:'灼 i. S 7. ;) 7. G 7. () i. ;) り110.1 11.1，114 10.2 1 I 

ゴ竹7



2. 西湖におけるヒメマスの臣礎移動について

い)擢網状況
西湖の入口である大川岱崎と中山半島停雲崎を結ぶ線 kにおける魚群の行動を刺網設置により

調べた結果、 6、7月は西湖に回遊してくる動きを示しているが 8月以降は動きにはっきりし

た変化がみられない。これは恐らく若干外湖との交流はあるものの一旦両湖に入った魚群の日周

活動の繰返しによるものと思われるコ (白石)

なお第5表は過去 2ヶ年実施した西湖の人口におけるヒメマスの動きと今回行った中間点にお

ける動きについてその主体方向を対比させたものであるが、各々一致の傾向を示している。

即ち 6、7月は一般に外湖から西湖へ回避にくるものが多く、 8月には出入りが約半々の状態

となり、 9、 1 0月には親魚の接岸移動が行われることもあって入りが大きいか又は半々の動き

を示しているο

一方親魚について、月別の擢網率をみると早いものは6月から西湖へ回避を始め、 H， 9月に

その多くが採捕されるが、これは産卵のため接岸田遊時期に，入るためと思われる。

第 4表 金ヶ森崎にお:tる権網方向

4 8年 6 }j 

7月

Htl 

9 }j 

1 0月

第 4 図

和井内一一→休

和井内

休屋

6 月

和井内

休屋

9 月

3 H 尾

51 1/ 

I :1 9 1/ 

1 1 3 1/ 

:2 7 1/ 

屋

和井内

休屋

7 月

和井内

休屋

1 0月
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休 屋一一→和井内

1 1 尾

:2 7 11 

1 1 3 1/ 
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第 5表 網設置地点における各月ヒメマスの動き

滝の沢一一一和井内 和井内一一一休屋 中山半島一一休屋

6月

7月 一一一る 又は 4一一ー

8月 一一一品 又は ιー--l

9月 ι 一一又は一-----"

1 0月

(2) 時間帯毎の移動状況

ヒメマスの習性として夕暮から翌朝にかけて索餌のため接岸し、昼間は深部で 息するといわ

れているが、夕刻網を設置し、翌朝まで2時間おきの罷網観測を行った結果、第6表のとおりで

これから大きな動きは明方に現われているが、この間多少ではあるが、接岸移動が常時行われて

L、ることが判る。

第 6表 2時間毎の羅網状況調査

調査 日 調査時間 権網数 和→休

48.9.23 16:00-18:00 2尾 2 

-20:00 ら" 4 

-22:00 2 " 

-24:00 3 " 。
48.9.24 - 2:∞ 5 " 3 

- 4:00 2 4 11 1 0 

- 6:00 7 11 4 

計 49 " 24 

尾

2 0 

1 0 

18 20 22 24 

3 ヒメマスの生態調査

(1) 放流までの稚魚減耗について

休→和 W • T 。 18.4 'c 
2 18.4" 

1 18.311 

3 18.7" 

2 18.8" 

1 4 18.7" 

3 1 8. 6 11 

25 

2 4 

流 れ 天候 明暗 風向

休屋和井内 r 暗 E 

" " 11 11 

和 井内休屋 11 11 11 

11 c " 
11 " 11 
11 

" " 
11 11 明 無風

月の出時刻 1 : 2 1 

日の出時刻 5 : 2 4 

6 h 

十和田湖に放流される稚魚の数はこれまで採卵、ふ化までの減耗数を差引L、た残尾数を放流

実数として処理してきたようであるが、従来各魚種の養殖試験において飼育中、尾数の多寡に

よらず、不明数が或る程度出ることが報告されており、最近日光支所におけるヒメマスの減耗

に関する調査からその実数を検したところ、昨年 10月上旬から 11月中旬にかけて採卵した

ものが本年 6月には 0.8g前後と1.5 g前後の2グループ稚魚に成長し、約倍の成長差がある。

これらを基にして計測した結果、ふ化から放流までの減耗率は 17. 1 %に達していることが

明らかになった。(次表)
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放流年月日 尾 数 平均体重 備 考

1 8. 6 2，000尾

1 8. 6. 7 192，051尾 O. 7 8 g 

1 8. 6 7 606， :116尾 0.7 () g 

1 8. 6. 1 8 :-121，出2尾 O. 8 0 g うち 23，5~9 尾標識(脂ビレ切除)

計 1，125，179尾

この外に魚病試験用

人工飼育用

計

1 5，0 7 8尾
i 1，り 91尾

8 i， 0 7 2尾 (平均体重1.52g)

7 9.1 % (1，802，0 1 5粒)

82.9 % (1，7 1 ~ 48 9尾)

卵からの実際放流¢

ふイヒからの

(2) 放流直後における稚魚の移動分布状況

放流直後におけるヒメ Jス稚魚の移動につし、て淡水研、報 22巻 l号( 1972)に中禅寺湖

における結果が報告されているが、これによると l日の移動速度は約 10 0 mとされており、本

年十和田湖での試みではその状態を観察した程度に過ぎないが、昭和 18年6月 18日午後 2時

321，812尾の稚魚を飼育池から放流、降下した稚魚(平均体重0.8g )群は湖内に入るやそ

の 70 係程度が水深 5~ わ m の湖岸沿いに帯状をなして北上を開始し、 1 ()分後には 200m、

3 0分後には 500m地点に達している。

残る:-10%のうち:20 %程度の群は南下したが、その速度は北上群に比べて鈍いように思われ

たが、当時の湖流の状態は北から南にかけての流れであ)たため北上群は流れに逆らう形となっ

て遊泳力を増したものと思われる。

残る 10 係程度の稚魚は放流地点附近に滞泳していたが、翌日(6月 19日)の昼過ぎには魚

影は認められず、北上群は放流地点から約1， 500m~付近の一夜島附近で既にその魚影を発見す

ることができなかった U

稚魚放流直後の移動分布について

.b 

イヒ 10 30 

金
場 分 分

前 後 後 大
ケ

④ 森
)11 

18.6.18 200 m 500 m 岱
崎

一一 20 係 14:00 W.T 17C 70%一一+

324，812尾(B、WO.8g) (48. 6. 19 9 :00 ) 

10%滞泳 一夜島(1，500m)魚影なし

(48. 6. 19 12:00魚影なし)

(3) 体長、体重組成

各月の魚体組成を昭和 46、 47年のそれと比較すると、本年の特徴は j6、 1 7年に比べて

分布範囲が広く、 5月を除いては各月とも体長 21cm前後にキ群がみられたことである汁

又例年のことであるが、 6月頃からその年に産卵する親魚と翌年産卵に関与すると思われるキ

ラ(親魚候補魚)の出現がみられるが、産卵期に入る 10月には大型魚、の減少が日立つ

(4) 年令組成

1 ~ 1 1) )J にか:十て採捕したものの~f二令組成につ L 、ては第 7 表のとおりで、体長組成からもぶ



えるように本年は持年魚(2才魚)が多獲されたことがわかる。

第 7表 月別年令組成

百長会 ‘〉 年ー 年 年 【〉 年 戸十

¥ JJ 5尾! 1. 8係 11尾! lり 7% l尾 1 2. Iφ| ()尾， 0% 17尾
t 

' 5月 7 t :Z. 6 11 l而 7 1 り H () 。 22 

ti JJ 28 10.6 6 9.0 12 1 リ 3 、占 6. 7 19 

i Jl :l7 11.0 7 10.7 ‘t 7. :3 。 。 17 
t 

約月 i7 ‘ 2リ l 10 1 S. ~ H ' :) 1. 1 :¥6 I 80.0 137 
1 

り月 61 21 '2 15 2'L 7 5 1 12.2 6 I 1 :l. :3 90 

1 0 J] ' 17 7 自 り1) ') 1 ，1. 9 。 。 55 

J十 265尾 ;6尾 j 1尾 15尾 417 

ヲ6 6:1. " % 1 ".8 'る 9.8 % 10.1'>% 

(5) 食雪，.式験

にメ Jスの稚魚がサクラマス等に食害されている事実は、これまで、の魚体調査によって確認さ

れているが、供試魚の入手が不可能にな)たためニシ rスについてその肉食性について水槽実験

をf.f，たl

その結果は第日表のとおりで、ニジマスが食肉性であること及びエピよりカジカ、ヨシノボリ

等の小魚を好んで捕食することが判明したの

1 fl 1尾当りではエビ 0，8尾、小魚類は1.9尾となり、水情内と湖内とでは当然環境が違うた

め、これをも.)て直ちに論1正する訳にはゆかないが、現在十和田湖には年々ニジマスが増えつつ

あり、それにサクラマス(一名カワマス)その他のマス(イワナ、ヒメサケ等)による餌料の競

合問題が起りうることが予想される。

-方十和田湖におけるヒメマスの食性は動物性ブランクトンの外、小魚(卜 4ヨ、エビ、ゴリ)

と云われているが末だ把握されていないのが現伏なので、今後は食害魚と被害魚との関係を明ら

かにすることによって湖内における餌料の現存量がヒメマス資源、にどのように影響するかを究明

する必要がある。

第 H表食害実態

実施期間 供試魚 大きさ及び収容尾数 被 食 魚 捕食率
一尾当り
捕食数

¥8. 9.26 ニン J ス 126 g 17尾
スンエビ

65. 9 % 16， 2尾
417尾

カジカ 10尾
18， 10. 11 ニジマス 140 g 1尾 トとヨ 2尾 98.6% 35，5尾
( 19日間) ヨシノポリ 130尾

スジエビ全長 4，01~ 5.8 cm体重0，6 ~ 1.8 g ト ミヨ全長 3.8 ~ 6. 5 cm体重 O.6 ~ 3.2 g 

カジカ グ 4，2-11.7 cm // O. 7~25.3g ヨシノボリ // 2. 1 ~ 6. 7 cm // O. 1 ~ 2. 6 g 

1 親魚調査

(1 ) 親魚採捕状況

1 (j ~ I 8年で最も親魚が多く採捕された I(j年( 1 1，7 7 0尾)には試験網の単位擢網数は

8.2尾で、最も採摘の少なか 1 た 1i年¥2. i 9 8尾)における単位当り擢網数は 3，4尾で試験

網と十和田湖での親魚採捕結果にはIEの相関が見られた y
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第 9表 試験網による親魚捕獲足数

月 年 g 8 J十 使用反数 反当り尾数

S 1 li 

6 月 1 7 () 1 1 反 1. !l 

1 8 1) 》

" li. 0 

S 1 6 1) 。 。 ') 
" 。

7 月 1 7 1 0 7 " 1. !l 

;1 8 。 .) .) 

‘t 
， 。7

S 1 6 1 8 ‘〉‘〉 1 1) " 1 O. Il 

行 月 1 7 1. 7 1.;) 11 6. 8 

I 8 ~ t) l け " 1 5. () 

S 1 6 :l 7 5 ~ " 1 1.;) 

9 5J 切》 1 1 l り " 

l 討 、〉 7 、1 " 1.1l 

S I li 1) () () .) 
" () 

1 0 月 1 7 

l 約

S 1 (i :l 9 ;) 9 りK " 8. :2 

J十 1 7 1 5 5り 1 () 1 ゴリ;) '1 :l I 

1 8 :l 1 1 () 1 1 " 6. 1 

第 10表 年別親魚採捕状況

年
漁具

刺 網 地曳網 建 網 fi十 f柔 業 期 l間
性

♀ i;) ユ.05K 767 ユ.!)Oll 府間 10. 1入、~
昭
色 5. :21:2 (j 16 ;).87ll 地曳り 1~ 、 10. 19 

1 6 

J十 87 1U. :270 1. l!:l 11.770 建網りり-]()日

♀ 568 1. :258 1. 8~り 地曳り:20- 10. lK 

昭
8 356 61li り72 建網り (j- 10 10 

I 7 

計 9:21 1.871 乙79村

g 1. 179 (j82 2.161 地曳り 13九 10.~ 1 
昭
色 1. :112 57:) 1.915 建網弘 1-10り

1 8 
計 三K21 1. 255 1. ()76 」

最近 5ヶ年(昭 I1 - 1 K )における捕獲 Lた雌親魚に対して採卵用 Jこ供した縦続魚の割合は子均

7 5 %~Cあるわ

昭和 1I年 89日係 昭和 16年竹1.2係 昭和 i自年(Iり 2帰

" I 5年 6 Iliφ 1 7年り ll.:2係

つ7'.2-



(2) 予卵数

親魚の平均字卵数は第 1 1表に示すように昨年と大差なく 1，() 0 ()粒に近いが、魚体が大型にな J

ても卵数に変化は少ないっ

第 11表斜魚平均体長 ( )は平均字卵数

内月叫峰別午¥ 、1 ()年 1 7年 i 8年

早 色 g 8 g 色

ι胃I 乙守1 cm C官1 〈沼1 cm 

6月
:，1. 2 
32.1 :19.1 

( 1.210) 

7H  26.9 29.0 
:，1.5 

:，6.1 3¥.0 
(1，112) 

お}J :!K.O 27. R 
:>l.2 

:~~.O 
:)2.2 

~:). 1 。i9) (1，015) 

9月
2Rり
29. .1 
31.3 

:l.~. 7 
29.9 

:，6.2 
(6H) (I ， ll~) (1，11，) 

10月
:H.R 。(2) :¥5.8 (~H6) 

11 JJ 
36.1 
:¥7.1 

(I，Os) 

第 12表親魚成熟度指数

ht; i 6年 1 7年 1 8年

g 8 2 色 ♀ 8 

6月
1.3 1.2 0.6 

~ 3.1 ~2.0 -..5.5 

7月 1.3 :).9 4.:> 

~ 4.8 ~5.2 ~1. 7 

8月
5. :1 4.1 1.8 2. J 6.5 2.8 
95 ~7. H ~ H.1 -4.9 ~J2.1 ‘-RH 

9}j 
日7 J.:¥ H.5 2.6 6.5 2.6 
~1 7. 5 ~5.6 ~J.1 .7 ~4.9 ~12.:) ~7. 7 

10月
8.8 6.4 
~JH.8 ~12.2 

11月
12.:' 
~ 18.9 

(:¥) 成熟度過程

成熟度の季節的変化は雌雄共 6、 7月は成熟度指数 (GW/BWX 10)が5以 i二て、 8月に

なると雌はその指数が 1()以上と急激に増大するが9月以降は雄においては逆に減少の傾向にあ

ゐじ又 6、 7月に体長:{() c m前後のものでも指数が O.1以上で産卵期に入〉ても指数 6以トーと

いうものは翌年産卵に入る非成熟群であると思われる。

このことは天然のものについても同様のことがうかがえる。

(1) 卵巣京量比

第 1:l表左右卵巣重量比

右 左 標本数

討 月
平 1 6.0 g 20.8 g 

2 ()尾
均 1 3. 5 % 5 6. 5φ 

9 fJ 
1 9.8 g 2 3.2 g 

5尾
1 6 % 5 1 号も

J () J] 
1 5.5 g 2 6.2 g 

3尾
;{ 7. 2 % (I 2 8 % 

n
v
+
n
v
+
 

重体

F

均平月

月
8

9

 

i65g(26尾)

.1 9 1 g ( 9尼)

125g( 2尾)()月 (♀)  

徳井 (1959)は左右卵巣の

卵数差が小さい年には魚体が大きく

その逆の場合は魚体が小さくなると

述べているが、 48年の魚体は昨年

よりは干回るが大きい型に属すると

いえよう。
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(5) 親魚、標識放流結果

湖内で採捕され、ふ化場内に収容された雄親魚 10尾にボタン付スノえゲッティを背ビレの前部

肉質部に付して9月29目、金ヶ森崎尖端から 15尾、中山半島尖端から 25尾を夫々放流した

が、早いものでは放流Hの翌日(2 EI白)から遅いものでも 2週間内にはふ化場前で再掠され、

その回帰率は 80係であったο(第 11表)

又これから遊泳速度を試算すると 1.3 ~ O. 0 7 k m / d a yで産卵期にあるものとしては差し

て早い速度ではない。

これは雌雄差によるものか成熟度又は他群との混合及び周聞の状況による回遊経路の変更によ

るものか詳らかでない、
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第 11表親魚標識放流結果

金ヶ森崎 中山半島先端

放流年月日 lH. 9. 29 13: 10 .1 H. 9. 2~l 1:， ::，;) 

!I 尾数 15尾( 25 r己(

再捕尾数 1 :，培Hn.6係) 19尾(76 %) 

(9月 30 日 ~l()月 12 日) (!O}j l 日 ~10月 11 日)

所要日数 2日:，.4. 5. n. 10.1 1 :l ;). li 討。 9.12.13日

再捕尾数 -予 2 1 2 :l 2 I I :1 7 I 1 ユ l毘
¥一放流地点

この外 3尾刺網にて丙捕 金ヶ森山

(6) 天然、産卵床調責

十和田湖において天然、産卵が千jわれていることはこれまで周知のことであるが、今回覗水器に

よる観察の結果、 l床が確認され産卵床の規模は径 :l- 5 c mの小{-i地帯に長径 10c m、短径

:1 0 c mの何れも (1"m以トの小さレもので、水深はコ m前後であ》た

昭和 :15年頃、主産卵場であ〉た生出地先は現在 1t末もみることができず、又産卵が行われる

と思われる場所の底質も産卵場として司、適地に変化している

然、し、十和田湖におけるヒメ Jζの漁獲量から推して自然、ふ化稚魚によ て補充される量は人

工ふ化放流数の約 I0倍としう推定がなされていることから fれば、今少し吾守山目に触れでも

よいと思われるが、その割vこは発見されていない 1

第 I "表 天然、産卵床(昭 i計) l )内は水深

調 査 地 調査 fJ f1 。M 。N 
J 夜岳九和井内烏 S 1科 10.21 I ( 15 m ) :> ( 1." m ) 

金 ケ 森 崎 IH. III 2;) () 1 ¥三 m)

グミ岳~中山崎 IH. 10 コ注 ゴ(5. ¥i m ) ¥J 

、 ヨ ウカ浦 IH. 10. 2li 1 ( li m ) o 

rlj 場 IH. 10.26 三( 5 m ) o 

J十 6 」
第 1ti表天然産卵

年 調査月日 調査区域 調査面積
産卵
調査方法 備 考

床数

S 12 11 1メ 休犀金ヶ森崎 、t 船 j~ よりの覗水器 OM3  

I :1 II¥i-日 秋田県側 7ヶ所 ，，6. ()7() 同及び 7ケアうン7潜水 h 

1 I 11.5 -計 青森県側 5ケ所 20. ~)()() ~IJ 

10.1り~ゴ2中の海中心りケ所 lti 1. 000 ド1 上
.) 

Ili 10.1 討~Iり金ヶ森 I:lヶ所 IR.OOO () 船上よりの覗水器 実施せず

実胞せず

IH IU ゴ I-~lí
金ヶ獄中liI '1ι烏 !こり()() 船 iーよりの覗水器 OMli 
lfl</)海け勺戸庁



5. スジエビの分布調査

トショウ峯(長さ，10c m上部口径 15 c m下部口径5c m )を夕刻、水深 2~ 7 c mの場所に

沿岸部と沖合部に分けて無投餌で設置した。

1ヶ所につき 5m間隔に 5ケ又は8ヶ設置し翌朝取りあげた}その結果、湖岸部には産卵期にあ

るト 4ョが多く、ついでエビが頗集していたが、 7月にはエビ、ハゼが字卵中で極く浅い湖岸部に

多く集る傾向を示した。 7月にはト之ヨの産卵後へい死したものが目立ち、 8月以降その数は漸減

している。

エビは全湖に分布するが、今回の調査は水深 3mから 6mまでの範囲において行ったもので、距

岸距離と分布との関係は水深、水温、底質に支配されるものと考えられる。又ふ化場前である 8月

は水位が最も低下し、 9月は最高水位を示したが、これによりエビの移動がある程度あったものと

考えられる。

一方、水温についてはスジエビは 1O"C以上を好んで 息すると云われているが、表面水温の高

い6月(1 9"c以下)、 7月(2 1'C )、8月(2 3'C )、 9月(1 9. 5'C )、 10月(1 3"C ) 

にはそれを避けてある程度深みに入ることが予想されるので、一般に 6月から 10月にかけては水

深 10mまで、におけるエヒの分布量に大差はないものと思われる。

又底質及び水性植物の多少との関連についても顕著な差は認められない。

第 1 7表スジエビの分布

6 月 7 月 8 月
ふ化場前

岸 1中 岸 f中 岸 f中

距岸距離
22. 1 ~ 26 ~ 18. 2 ~ 28 ~ 13. 3 ~ 20. 4 ~ 

24.7 m 28 m 23.3m 28.5m 18.3 m 25.9m 

水 深
1. 9~ 3.5 ~ 1. 25 ~ 4. 4 ~ O. 85 ~ 5.2 ~ 
2.6 m 6.9 m 3.4 m 5 m 3.15 m 5.85m 

平均漁獲
1.4尾 2尾 4.3尾 5. 9尾 3.2尾 5. 2尾

尾 数

9 月 1 0 月

岸 沖 岸 沖

12. 4 ~ 30.6 - 21. 5 ~ 31 -
12.5 m 32.9m 22.5m 32 m 

2. 4 ~ 7. 6 ~ 1. 9~ 6. 8 ~ 
2.5 m 7.7 m 3.6 m 7.8 m 

7.8尾 10.3尾 11. 1尾 5尾
一一一一

休 屋
6 月 7 月 8 月

岸 f中 岸 1中 序 f中

距岸距離
10. 3 ~ 21. 6 ~ 5. 3 ~ 16.6- 17.7-
14.1m 28.4 m 9m 23.4 m 20.6m 

水 深
1.3- 5.8 - 1.25- 5- 4. 9 ~ 
2. ::1 π1 5. 8忌m 2m 5.6 m 5.65m 

平均漁獲
2尾 O. 2尾 2. 4尾 5. 2尾 5. 4尾

尾 数



)J 1 1) )j 
休 岸:

1 I中 Ir. i中

11. li - ど()九
~Ii };~:距離

~() m ゴ!日 m

1. '1 -
Jπ1 水 深

95H1 

ヂ長j漁獲
:¥.:1 I己 ゴ尾}己 数

り ヒメ Jス漁獲鼠調子王

本f干の特徴としては、千手先( :;)いに，j:樽部地ドーにおL、て異常とも L、える氷揚げが続き、同地区

における:i} J の水妨げは乙、五ぅ年平Jl;.Jlf!.~獲 líl:(}) 1 fたにも及んでいら 父他の三地|刈こっL、ても同

様のことが.[，えるが、 i府IHl湖におけるヒメ Jスの漁獲量としては昭和 1~ 以米の最高漁獲量を

記録 L"~ ， 

卜府l川湖におけるヒメ Jλ の生産は:I:i~ 1 ()トンが卜限に近い値と考えられてし、ることからみ

ても本年はその|限前に近い量であるけ

ー)j、休前が 1k gを超える大型観.f.f)，が雌鰍共にみられたことも近年、みられなか)た特徴の

つで‘ある}

J仕お最近らう 11におげる卜拘1111湖の lヒメ Jス漁発の性状 l につ L、て漁獲EA:の少なし、年(昭 1 1、

.1 7 {Iご)にはキフ、続.({¥J七tこ魚体が大型化していることが判る J

第 1i)友昭和 1i) 11度ヒメ J九漁産量

)内はHl漁日数

} J :、 } J ¥J JJ 
門

)j 持 } J )J 111 JJ 11 51 

大川
1~\:1 t打ト4 :!l-i 1'1 「出(i.~ 1，1:1リ2 1，了uユ5 1. ti7H 3){i.li H，ト1I7kg
(:ic， ) (3il) (i:¥i (1'1ゴ) (:1Iリ) (ιlli) (割 l~) ( 6C，) (1，716 ) 

'f:樽部
11:l. ~ ~， Ij~) :>7J.ti till :! l.tj7~.:) u翌日り 1，日1:1.;) 約:!.H リ， IH:l. 1 " 
(:lii ) (:，)， ) (l:1i) (3d) ( 1川) (:m) (ぷ7) (判) U， (m) 

休 岸
: ~;J対日 "ー 1:)li.li 1. :~i.l 1 1， :;17 1 I ， O:i~ 1，1証i:I.1 i、!KJI ~ïï. ~ 11i，:，.>'7:l.:! " 
(HI) しt胡1) ( 17村) (:>10 ) ( ;-証)り) (ユ17) (:ii 1) ( 1リ) (:!，う7H)

沖H :I 'i， HlI1 ti ~， :!21 リ 2，7:¥1 ;， ii， HiJ. S 7， 1H1.:) " I~I ;):1わ U :1:1，冠制 1 " 
( 172) いじ1) (3刀) (7!n) (1，2:ロ) ( I.:!l-i'i) (1， :~i: 1) ( I:! 1) (Ii，:.m) 

」

このケト1試験片jとして採l'tliiたもの !Oi.州 (ikg  I遊漁者 獲量リ73.:ikg 総d十:11，(;li9. i) k g 

第)l刈 エヤ Y 漁民 id推移(S 1 :1 - 1 K ) 
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第三 2表 '[:f尊部地|えにおける;， J1の水湯量

漁 望書 母. 操業延日数 l日当り漁獲量 備 考

S ，1 :1 7 7 ()，!J k g S 1:~-47 年までの

，1 ，1 :1 !J ()， I " 平均漁獲は 65 0 k g 

，1 5 7 4 4，4 " であるο

1 0 9 () 1. {j " 4 :1 (j日 2， I k g 

，1 7 4 4 3，0 " I 4 2日 :~， I " 

1 H 2，670，0 " :~ 5 7日 7.5 " 

第 2 :1表 ヒメマス漁獲の性状

年 明 :1、 4 -t漁獲 親 魚 捕 獲 J口L 計

i数りI尾捌(粒当H ) 
放流尾数

度 重 量 尾数倍
平均
重量 尾数

平均
重 量 尾 数 (尾)

体重 体重

昭
12，I9dg IH，600 J.1l 1，014 13'5'1 940 12，64f9 25，611 585，700 

44 

" 
45 
21，247 156，400 155 1，077 2，634 40θ 811 25， :l24 159， 0:14 730，000 

" 
40 
21， 507 136，100 158 1，097 11，671 351 742 25，604 147，791 1，805， 400 

/1 

47 
19，820 113，900 174 1， 758 2，921 602 988 21， 578 116，821 1， 130， 000 

" 
必4
:11，669 247，600 140 1， 867 4，076 458 962 36，5:-16 251，676 1， 425， 000 

49 
208 606 



第 8図①

ヒメマス各年(19臼 -73)漁捕獲尾数と重量との関係

漁

捕

獲

量

トン

40 

30 

20 

10 

100 200 300 X 10'尾

漁捕獲尾数

第 8 図一@

ヒメマス各年漁捕獲尾数とその平均体重との関係

平 180

均 160

体

重

9 

200 

140 

120 

100 
100 200 300 X 102尾

漁捕獲尾数
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第 23表から十和田湖に

おけるヒメマスの生産量に

はその上限があり .10 トン

前後と考えられる。(第8

図 ①)従って補充尾数が

多くなると魚体が小型化す

ることが予想されるが漁獲

尾数と魚体重の聞に確かに

負の関係が見られる。(第

8図②)


